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	臨床的な効果はPANSSの5因子 (興奮・敵意、抑うつ・不安、認知、陽性、陰性) 、CGI-Sと機能の全体的評定 (GAF) を用いた。全体的な副作用と運動障害も評価され、運動障害は薬原性錐体外路症状評価尺度 (DIEPSS) で評価した。効果と認容性は研究責任者が評価した。主な結果はPANSSの5因子のスコアの変化で測定し次にCGI-Sの変化を測定した。

